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症状の進行は
個人差がある

最短で３～５年で終末期
まで進行する

ALSのALSの

ALS患者の症状の進行
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ALS患者の気持ちの変化
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寝たきりに
なったとき

・かなり
ショック
・動揺した
・治らない
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絶望

喪失感
悲しみ

期待

怒り孤独感

虚無感

焦り

ALS患者の心理

不安

喜び

負の感情がほとんど
その中に少しだけ正の感情が混ざる

抑うつ



ALS患者を理解するために

↓

ケアをしながら常に意識していまの感情を推察

↓

１人でなくスタッフみんなで患者の気持ちをアセスメント

↓

今、どの心理でいるのかを共有していく

発症の経過を知り
それをもとに今の気持ちを推察する



心理的アプローチ

抑うつ 不安

悲しみ焦り

怒り

孤独感

喪失感

絶望 虚無感

期待 喜び

負

正

・患者の訴えを否定をしない
・気持ちを聴き気持ちを受けとめる
・患者のニードを満たしながら、
気持ちを汲み取っていく
・気持ちを整理するために、
患者の言葉を復唱する

・正の感情が少しでも増えるように
患者が喜びや楽しみを感じられることを
考えて、ニードを満たしていく



ALS患者の支援者の悩み（陰性感情）

•不眠

•抑うつ状態

•虚無感

•自律神経障害

• やりがいやモチベーションの低下 など

気持ちを一人で抱え込まない

スタッフみんなで気持ちを共有する

こんなに
頑張ってるのに

ベッドサイドに
行くのが嫌だなあ



ALS患者の想いを受け止める

・想いを引き出すために意図的にかかわる

・支援者と家族で患者の想いを受け止め、気持ちを聴きとる

・今ある症状に対するケアを行いながら傍に寄り添う

・支援者は想いを汲み取りながら、気持ちを整理してもらえるよう

ケアにあたる



お疲れさまでした
ご清聴ありがとう
ございました
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